
今回は、環境制御機器選びで大きく失敗しないために注
意したい「誤解」や、自分がやりたいことに合った機種
を選定するポイントを紹介します。

・「環境制御」とは、環境要因（光、温度、湿度、CO2な
ど）を植物にとって最良の生育を促すために制御するこ
とといえるでしょう。
・一方で、環境制御機器と聞くと「理想の環境状態を設
定すれば自動調整してくれる」と誤解する人もいますが、
実際には、センサー（ハウス内温度など）でハウス内外
の環境を測定しながら、使用者が設定した条件で各設備
にオンオフ信号を出す「設備の制御」でしかありません。
例）天窓：ハウス内温度25℃以上で50％「開」かつ降
雨で「閉」
例）暖房機：日中はハウス内22℃未満で「ON」、日の入
り後はハウス内13℃未満で「ON」
例）カーテン：朝はハウス内15℃以上で「開」、日中は
日射強度800Ｗ以上で30％「閉」、日の入り後は「全閉」
・したがって、使用者が作物の状態や気象、作業進捗状
況などを考慮し、どういった環境をつくればよいかを分
析したうえで設定に落とし込まないと、適切な環境制御
はできません。
　 ポイント　
環境制御機器を導入しただけでは反収や品質は向上し
ません。逆に過剰なスペックの高額なものを選定すれば
収益を圧迫しかねません。自分がやりたいことに合った
機種を選定し、使いこなせるかが最も重要です。

❶自分がやりたい制御、環境制御機器に求める能力を決
めましょう
・環境制御機器を導入する目的や求める能力は、使用者
によってさまざまです。例えば①省力化のためにサイド
換気の開閉を自動化できればよい②高反収をねらうため
に細かな制御設定をしたい③都度、手動操作や設定修正

するのである程度の設定ができるものであればよいなど。
　 ポイント　
　やりたいことを明確にすることで環境制御機器に求め
る「能力」が決まり、機種選定でこだわるべき点や妥協
できる点が具体的に見えてきます。
❷制御する設備と制御に使いたいセンサーデータを決め
ましょう
・環境制御機器は、機種によって「制御できる設備」「各
設備の制御設定に使えるセンサーデータ」が異なり、こ
れが各機種の特徴となっています。
・まず、制御したい設備を決めます。すべての設備なの
か、もしくは暖房機とサイド換気だけでよいか、などです。
・次に、各設備の制御設定に使いたいセンサーデータを
決めます（表１）。
例）暖房機：ハウス内温度だけなのか、日射量も使いた
いか、など
例）カーテン：ハウス内温度と日射量だけなのか、湿度
やハウス外温度も使いたいか、など
　 ポイント　
　国産機種で特に特徴が出るのは、天窓、カーテン、か
ん水機器です（表２）。自分がこだわりたい点、優先事項
を決めてカタログと見比べましょう。

環境制御および環境制御機器とは

機種選定のポイント

環境制御機器の機種選定のポイント
自分がやりたいこと、目的に合ったものを選ぶ

連載：失敗しないためのハウス導入のポイント　第４回園芸施設

表１　各設備の制御に使えるセンサーデータ数の比較例

天窓・サイド換気 カーテン 暖房機 かん水機器

機種Ａ ６ ３ ３ 制御不可

機種Ｂ ６ ２ ２ ２

機種Ｃ ９ ５ ５ ２

表２　制御する設備とその制御に使うセンサーデータの整理例
設備 制御設定項目

天窓 温度 ／ 時間 ／ 風速 ／ 降雨

サイド換気 温度 ／ 時間

カーテン 温度 ／ 日射強度 ／ 時間

暖房機 温度 ／ 湿度 ／ 時間（８段変温）

炭酸ガス発生器 炭酸ガス濃度 ／ 時間

循環扇 温度 ／ 湿度 ／ 時間

かん水機器 日射量 ／ 倍率 ／ かん水時間 ／ 時間

赤文字は制御に使うセンサーデータ
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❸必要な系統数を計算しましょう
・環境制御機器は、機種によって設備に送れる信号の数
（系統数と呼びます）の上限数が異なります（表３）。
・必要な系統数を計算し、カタログなどと比較して機種
を選定します。
・系統数が足りない機種を選ぶと複数台必要になり、思
わぬコストアップを招きます。
・系統数は、制御信号の送り先の数（駆動機数もしくは
設備の台数）となります。天窓の場合、片天窓であれば
駆動機は１つなので系統数は１ですが、両天窓の場合は
駆動機が２つなので系統数は２となります。同様にカー
テンも、１軸１層であれば系統数は１、２軸２層であれ
ば系統数は２となります。暖房機の場合、複数台設置す
る場合でも電気配線などをまとめることで系統数１とす
る方法もあります。
・ハウス内を複数の区画に分けてそれぞれの区画ごとに
設備を制御する場合、区画数を増やすほど必要系統数も
増えます。例えば、区画数を１から２に増やせば、単純
計算で駆動機数や設備の台数も２倍になるので必要系統
数は２倍となります（表４）。
　 ポイント　
　サイド換気は手動にするなど必要系統数を節約すれば、

環境制御機器の台数を減らせることもあります。

・区画分けの目的は、①品種ごとに肥料濃度やかん水量
などを変えたい②花の開花時期をズラすために電照や温
度設定を変えたい③ハウス内の環境ムラを緩和したいな
どがあります。
・③の環境ムラの原因は、同じハウス内でもⒶ太陽の当
たり方の違いⒷハウスの向き（南北棟・東西棟）や中間
室の位置による影のかかり方の違いⒸ風向きによる換気
量の違いⒹ暖房機の送風ムラによる温度の違いなどがあ
ることが考えられるでしょう。
・区画分けや制御設定だけで環境ムラを解決しきること
はできませんが、一定程度は、緩和できるケースもあり
ます（図１）。
・一方で区画数を増やすほど必要系統数が増えますし、区
画ごとに制御設定を考える労力も増えます。そのため、意
図や目的を持ち、不必要に増やし過ぎることは避けまし
ょう。

★
・上記に加えてコスト、設定画面の使いやすさ、メンテ
ナンス体制、指導体制なども判断材料として機種選定を
行います。
・自分がやりたいことや目的にあったものを選び、使い
こなすことが重要です。費用対効果も検討して選択しま
しょう。� 【全農　耕種資材部　グリーンハウス推進室】

補足：区画分けの目的と留意点

冬場の朝

東側の温度上昇が緩やかになり、結露が減少。温度ムラも減り生育ムラも軽減。

東区
（開度大）

西区
（開度小）

区画分け

・東側は朝陽により、西側よりも空気が早く温まる。
・作物（特に果実）は、空気よりも温まりにくい。
→東端の作物（果実）の表面に結露が発生。
→東端が病気の発生源に。裂果も増加。

■東区設定例
　朝陽による急激な温度上昇を緩和するために、天窓とカーテンの開度を温度に
　合わせて大きくする（20℃で30％→23℃で50％→25℃で70％など）。

朝陽

結
露

区画分けなし

北

北

図１　区画分けによる環境ムラの緩和イメージ

表３　系統数の上限例
天窓・サイド換気 カーテン 暖房機 炭酸ガス発生器 かん水機器

機種Ａ ４ ４ １ １ 制御不可

機種Ｂ ８ ３ ３ １ ４

機種Ｃ ４ ２ ２ １ １

表４　必要系統数の積算例
天窓（片天窓） サイド換気 カーテン（２軸２層） 暖房機 炭酸ガス発生器 循環扇 ミスト かん水機器

区画分け 東西２ 東西２（駆動機６つ） 東西２ 東西２ １ 東西２ 東西２ 東西２

必要系統数（参考） ２ ６ ４ ２ １ ２ ２ ２
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